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Some Repor旬 onthe Making and Testing of a S戸ctrograph

for the Permanent Aurora.. 

by M. Koiwai 

Abstrac色：-Sine自白色帥riles色ob鈎 1rva・色ionof V. M. Blipher, o町 knowlegeof the perm岨白色

aurora (or non-polar aurora) h銅 be阻 greatlyadv組問d.The va吋a色ionsof the Intensity of 
もhegreen line λ5577 which h岨 b伺 ninvestiga色edby Rayleigh, McLenn姐，Ramanathan& etc. 
can be clauified in色hreecase目； diurnal,annual and secular varia色Iona.
AB to the diurnal variation，ぬeauroral gr帥 aline shows the midnight maximum in旬m・

perate lati如des(observed by Lord Ralylcigb and•McLennan> and the midnight m泊imumfn 
low latitudes (observed by Ramana仙anand Karandikar). The observations fn England & 

Sooth Afri岨 nppearto indica句阻annualperiodici句・
The maximum fa泊 Octoberin E噌 land,and in April in South企frlca. lo addition色othe 

annual variation, the observatio国 inEngland泊di伺色ea pr句F閣 iveIner組制 fromyear to 
year. Thia increa踊 hasoccurred during the市 efrom sunspot. minimum旬 sunspot.maximum, 
and泊 thouεhtto泊dicatea periodici句 in拍ell・year period of仙 e同 Jarcycle. 
The author bllll recently co凶 1-ucteda small spectr句raphof suit.ably high light-power (c.amera 

lens having epe也dF/1.9）泊 order色oob鑓四e色beauroral green l泊e's1UU1ual and secular 
variat.ioos. 

宝M collimator le.ns ia a phot句rapbic町G.Sone, having a focal length of 17.1 cm. 
The prism is a filnt one，岨dh回 are仕配色泊gangle of f'J1' cthe minimum deviation従FSl' 

for λ5.578). The cam町aぬneis a F/1.9 photographic le回 wi白 afocal l問。hof 5cm. 
The仙抑rsionpower of白is凶加ment泊 verysmall (11釦A./mm.betl官・eenλ脳 s－λ5401).

but it giv，伺 thef凶lpower of its camera lens. The f侃 UBW岨 atfirst adj回 edby the Fraun・ 
ho fer l泊es.and 回目 byぬeneon. Vario国 exper出 entshave been made泊 connectionwi白
色besli色阻dthe pbot唱 raphicplate and the wid仙 ofthe a出 W個 bestwhen 0.45 mm. and出e
plate Agfa-Isochrom. 
Usingぬese，仙eamoral green line w間 faintlyobtained in three llou凧 andseven hours’ 

exp叩町egave good spectrogrlll8. 
By slidingぬepli&te holder, some eight e勾 osur回 arepossible, so白血tthe int母国itiesof 

th鎚eeight auroral g向。nUnes can be compared each o色her. But different plates但 nno色be
comp町 edeven ifぬed師”“curebe payed in developing. Jn order旬伊Sa舵 aleof int回－

eiti伺，theauthor adopted the spont阻 eo国自国主総duranium皿 Itpac恒ngin白etwo ves同 ls(8曲

目g.5). On the ur岨 iumsna，白eauthor prepared two wedges consisting respectively many 
plat世 ormica阻 dcelluloid of句 ualthickness arran酔dfn tho form of ate戸 t町g.6, a). 
Fur色hermore, on伺 chof th~割B wedg回 aslit (see Fig. 6, b) made of met.al w幽 famiahed.
Thos the inte国 ity民 aleof也estandard light can be put泊 t.beplate exp伺 edもothe night 
aky. Tb泊 standardis now in the co町seof tea色and個別何回 Itbrings to perfection, the 
eye色emnticworks will be realir.ed. 

i. 序地球の雨高緯度地方に時折出現する佳美なる光象，オーロラに就いては古くから一般に

知られてゐる所であるが，パーマネントオーロラ（Perman佃 tAurora or Non-Polar Aw・ora）に
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闘しては多くは知ιfliてゐたいと思はれる．

v. M. Slipherは 1915＆手6月銀河の分光都民を撮影する目的で，敷夜に・亙って辿績露出した

原坂上に，黄緑色の一部に淡い輝線スプクトルを認めた．此の輝線スペクトルはオーロラの最も編

著1.tる所謂極光線（.Anroral GTcen Line λ＝557η の位世に該賞してゐるので，鍍は夜2さから注ぎ

来る横光中に常に極光級が含まれれて居るのではたいかとの疑ひを持ち，業の後鑑年間に100枚以

上の夜空のスペクトルを撮影して，共の何れにも極光線を認め，パーマネントオーロラの存在を質

睡した・共の後賞測方面には， Rayleigh,Slipher, Cabannes, Dnfo.y, Sommer, :!¥fcLennan其の他，

叉費験的には，MrLen-

nnn, Vegard, Kaplan 

共の他治種々研究を進

めて来た．此底では主

として極光線の強度審理

－~包に就いてのみ述べる

ととにする．

極光線の強度費佑は

日艶佑，年鑓佑．永年

艶4むの三極に分って考

へるととが出来る．
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一日費佑は，RayleighとMcL佃－

nanとが殆んE時を同じうして（1928

tiF）共の鍵佑測定に成功してゐる．

Rayleighはセシウム・セルと Pンデ

マンの水品競電位計との組合せに依

り， 1927年 12月測定を行ひ，夜半

tc向って極光線の失第に増光するの

を留めた CFig.1）が， 中途セJレの
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故障の露，中断してしまった.McLennanはRayleighより借り受けた，オーロラル フィルグ戸〈極

光線の部分のみを遁過するフィルター〉を透して細防より噂いた夜光を， 一定過i度で移動する乾坂

上に感光させて，夜半後1時間半の所に極大の存するととを知った（Fig.2). 

以上のこ氏の調院は中緯度に於てどるるが， Ra.mano.than及びKaramlikarの雨民がPootぬぐ緯
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度北18."5)tc於て行った観測に依・ると，夕刻より夜半。侭向つ℃次第に強肢の減少を認め，夜半より

1時間以内に極小の存在するととを知り，中緯度と低耕肢とで逝の位相を示すのではたいかと考へ

た．

年饗化は，RayleiJ?hがフィルグ『を透して見ゆる夜光と槙噌光 Potassium-UranylStilpbnte （今

後簡潔のため・P.-U.S.と記す．〉とを芭接肉眼にて比較して，

19お年より 1928年まで（但し英国のふ6,7月は白夜のた

め献測〉の材料から 10月に光度の極大と怠るととを知った

(Fig.3右園）・'ff;｝甫半球では，ケープダウンで行った観却時古巣

に依ると，4月に著しい極大を宮、めてゐる（Fig.3左困！．

永年費4むは， Royleighがフィルグーに依り観測を開始した

太陽黒賠極小の 1923年より逐年光度の強度を示し，多分黒

酷週期と同週期の担化をするのではたいかと考へられてゐた

が，最近の結果が知り得たいので詳細は未だ不明である（Fig.

4). 

i~J. Rayleighは同じ構造を有する器械を，北米・アブりカ・
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局・ーストラリア等に結計十数個分配して，共同額測を始めたが，場所に依る費化の多

くは地方的乃もので，緋度別餐化lま殆んE認められてゐたい．

之等研究の大部分は分光掠に依らすら極光線の附側250λの範囲を遁過させる如き

フィルグーの組合せを使用して測定したのである．

パーマネント .:t'ーロラは夜盆から来る光量の約 10分の 1程度で，極めて徳弱の Fig. 4 

ため，充分強力の分光都を用ひても，鑑時間以上の露出を必要とするのが普通で，一日週期の鑓佑

には使用出来ぬためフィルグーの方法が有利でるる．

筆者は柿岡地方が殆んど都合先に妨げられるととなく，バーマネント オーロラの硯測にi直営せ

るを知れ分光器を用ひて極光線の年型軽化及び永年製化を嗣ぺる目的で，相官明るい分光協員器を

製作し，極光線の撮影に成功するととが出来た．

2. 分光寓提器の構造バーマネント オーロラは，其の殆んど金光量が5577の緑色部K集中さ

れてゐるのではあるが，前述の如〈其の光輝が極めて微弱のため，出来るだけ明るい分光器が必要－

である．其の講には，プりズムは一個より多〈用ひては不利である．叉レンズも出来るだけ光の吸

牧，接合面での反~；J等を避けるために簡単たものが望ましい．筆者は種々都合を考へた結果，コリ

メーティングレンズとしてはポヲシュロステヲサー型焦酷距離 17.lcm (F/6却を用ひ，スリvトは有
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合せの組製品を附し，プリズムは各稜 5仰の60°フリントグラス〈最小偏角 5578K封し48"30’），

叉最も霊喪主主務民玉としては：米間ウォーレンサック祉のウルトラスチグマート（35mm活動潟民主〉

焦勤距離 5.0cm (F/1.9）を用ひた．

以上を組合せるととに依り， lnJltνンズは其の全集光カを致抑するととが出来る．

プリズムは惇さ lcmの民錯坂上に取り付け，頁に此の民錨按を3本のボー トでp 蝶替で角度を

自由に費更出来る厚い木坂に取付けてある．プリズムの都は銅披製のカパーで被ひ，暗箱の取枠の

部分は 2例の螺旋に依り自由に｛頃科及び伸縮を調整出来る如く作つである．〈潟民 1，参mo.i＇品，

コリメーグー，プリズムカパー等は締布及び-:fムテープに依り，外気の直接影響を避け，其の上分

対栓控除ヨリメーグーの先端部分を聞けた矩形の木箱にて圏ひ，取枠の部飢餓審を持つ関戸に

依わ乾板の出入に使たらしめてるる．

焦酪の調整は最初太陽のフランホーファー線を用ひ，後更にネオンに依り決定した．此の分光器は

プリズム1側で，潟毘玉の焦酷距離が短いため，スペクトルの可視域は原坂上に於て僅かに4mm程

度に過ぎや，ネオンの入5852.5一入5400.6から求めた分散率は 1130よ／m1nにしか建しないので量

波長の決定院は不満で・あるが，明るさに於ては相官満足出来ると考へられよう．

s.試験慢影情此の分光雄を用ひて，昨年 10月下旬から夜光の試強股影を開始して，乾板の

種類，スリットの幅等に就いてl吟味した．乾板はアグファーのイソクロム，スリットの幅は 0.45mm

が最も有数の如く思はれた．現像械は最大エネルギー現像液として知られてゐる

メ干 ーJレ 1.6gr 無水亜硫酸ソーダ 6.0gr 

ノ、ィドロキノン 1.6 苛性カリ 1.0 

臭素カリ 1.0 7.1< 100.0 

アルコール（メト－Jv，ハイドロキノンの溶揮するまで｝

を使用し， 18°,4.5 m現像を保持するととにした．

露出時聞は！原板第1競より第9蹴までは，ーコリメーグーの先端部に縦横各 8.3cm，長さ 10.6cm 

の露除けを附した鏡，約 42° の角錐の夜光しか牧容出来すz，飛に4時間以上の露出を必要とした．

共蕗で露除けの長さを 5.6cm~短縮して 73。の夜・光を収集する如くした．共の結果＇ 3時周の露

出にて極光線の存在は充分認め得るとと Lなれ 7時間の露出で充分明瞭に撮影出来るようにたっ

た．之等撮影の大部分は北 45。上空に向仇銀河よりの光の混入を防いだのであるが，拘束西南北

及び天頂よりの極光線を同一乾板に撮影して，方向に依る強度鍵4むを調査しようと試みた．未だ親

測不充分の詩3詳細は不明であるが，方向に依る費佑は多少存在する如〈思はれ，甫，西及び天頂よ

りの極光線は，他より強いと思はれた.fnJ叉．夜空の透明度は殆んE影響せぬ如くで，此のととは
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Rayleighも述べて居り，術後に依ると簿塞が昼の見えぬ程度に金天を被ってゐても，極光織は留め

得ると述ペてゐる・月光も亦，半月以下の場合は大なる邪魔とはたらぬととが知れた．

‘・標準光スケール分光著書の取枠は上下tc移動出来る如く作ってあるので4悶の露出が可能

で，叉乾板を逆に入れ替へるととに依恥更に4同撮

影出来て＇ 1枚の乾仮に順次ニ列に並べて，計8悶の

露出が出来る．故に8聞の之等極光線の強度は，棋単

光スケールたしでも，現像に依る眼差なしに，相互比

較が出来る穏でるるが，典1l:る乾板K就いては，如何

に現像に際して注意を注いでも， 強度の比較は困難で

るる．故に常に一定の黒味を奥へる野＃光のスケーJレ

が必要にたる．

ミ医者は此の標単光源として P.-u.s.を使用するとと

にして， Fig.5の如き枠を作った．

乎札型乾叡の入れ~~る 1.5mmの間部を作り，此の凹

部の中メとから l.5cm の所に縦横各~ 5.0及び l.9cm,

深さ 7mmの講を 2個作り，此の繊の中に P.-U.S.を

詰め，其の上都民袋母及びセルロイド製の階段終予

(Fig. 6, a）を各1枚弘逝の向きに抑入し，更に共の

上に Fig.6, bの如きスリットを備へた，厚さ約 Imm

最初はガラス製のウエッジを用ひる考へで甑k献験

を行ったが，此のウエヲジは厚きに過ぎて感光せざるた

め， 遣に~母及びセルロイド桓製の階段格子を製作し

て使用するととにしたのでるる．

Fig 5 

が岬光源として P.-U.S. を用ひたのは Rayl~igh の Fig. 6 

(¥ 

b 

質践に依ると，其の放射能は全く一定で，少友くとも十数年聞は不使ι患はれるのと，叉其の感光

度が夜光のそれに近いからである．

借，夜毎κ乾坂を移動さをて8同露出した未現像の乾複を，前遣の枠に入れて一定時間露出する

ととに依り，光度の階段式スケールが出来るから，典史kる原坂上の極光線の黒味を相互比較決定出
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来るととにたる．

未だ此の標単光階スケーJレは貴蟻中で，賞用の域には建して居ないが，完成し戎第パーマネント

＊ーロラの組織的撮影を開始する考へである．

6. 結 尾以上で大健パーマネント オーロラの極光線に劃する長期強度費化の測定に関して

の硯部開備す程の櫛況を述べたととになるが，更に延き将来に於て，一目費4むの観測をも賀行した

いと考へてゐる．

最後九此のパーマネント トロラ観測に闘して常に畑怠る側首都を賜はり，叉プリズム及

び P.-U.S.を御貸奥下された闘ロ技師，並びにレンズ購入に際して御便宜を賜はった岡図蔀長に深

〈感謝設す戎第である． 〈柿岡地磁無視訓j所にて〉
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